
室町時代 足利将軍と三管領－斯波・細川・畠山 
 

3 月例会は都立汐入公園で「陽光桜を見る会」を行い、14 名の方が参加しました。コロナ禍で外出制限が

続き数年ぶりのお花見になりました。1 週間前から雨続きの天気予報で当日までヤキモキしましたが曇りの合

間に日差しも見え少し暑いくらいの気温でした。時間通りに皆さんが牛田駅に集合、いざ花見会場へと 10 分

ほど歩いて隅田川の千住汐入大橋の上にたどり着きました。 

橋の上からピンクの桜並木が見えるはずなのに、今年は異常に速い桜の開花で早咲きの河津桜はすでに散っ

ていて、橋の右土手の大寒桜やソメイヨシノは見ごろが過ぎて葉桜に、目指す左土手の陽光桜は少し花は残っ

ているものの散り際でした。救いは水神大橋越しに見えるスカイツリーの景観と後方のソメイヨシノが満開に

咲いていて良かったことです。それぞれが持ち寄った飲み物で乾杯し、みなさんと一緒に外で食べるお弁当は

本当に久しぶりでした。日ごろ畳や床に正座する生活があまりない私たちですが、花見と言ったらシートに車

座、シートやお弁当に桜の花びらがひらひらと散るのも風雅、花見客も私たちだけの占有で気兼ねなく歓談で

きました。何よりお花見の間は雨に降られず、皆さんが自宅に帰りついて間もなく雨が降ってきたのはとても

ラッキーでした。 

お弁当の予約と現地までの運び、シートの準備・提供、品物の差し入れ、ごみの持ち帰りとあと始末、歩行

が少しきつい方の援助など、それぞれが力を出し合ってお花見に参加してくださりありがとうございました。

皆さんのおかげで楽しいひと時をすごすことができました。            （ボランティア活動推進部） 
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令和 5 年 3 月 月例会 開催報告 
汐入公園「陽光桜を見る会」 

 

室町時代は足利尊氏が鎌倉幕府を倒し、征夷大将軍となって以降、織田信長に追放される 15 代義昭
まで、足利氏が将軍となりました。その将軍を補佐したのが管領(かんれい)です。 

応仁の乱に象徴されるように、将軍と管領の動向が、室町幕府の政治を左右したといっても過言では
ありません。そこで将軍と管領の動向を通して、室町時代について学びます。 

講師 ：平野 明夫 氏 
國學院大學大学院文学研究科日本史学 専攻後期課程修了。博士(歴史学) 
國學院大學文学部兼任講師 
著  書 ：「室町幕府全将軍・管領列伝」他 
日  時 ：5 月 15・22・29 日（月曜日）全 3 回 午後 2 時～4 時 
会  場 ：足立区生涯学習センター  (学びピア 21 内) 5 階 研修室 1 
講義内容： 第 1 回 室町幕府の確立 (尊氏①～義教⑤) 

第 2 回 将軍の専制から混乱へ (義教⑥～義澄⑪) 
第 3 回 戦国時代から室町幕府 (義晴⑫～義昭⑮) 

銀閣寺 
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中世を読み解く『日記』に見る中世Ⅱ 

3 月 4 日・11 日・25 日（土）の 3 回にわたり開催されました。講師は大関直人氏（立教大学 兼任講師、

歴史研究家 専門：日本中世史）応募者は 42 名、第 1 回 30 名、第 2 回 31 名、第 3 回 27 名で延べ 88 名。 

今回の講座では、中世の貴族の日記（古記録）を読みながら当該期の社会を見ていきます。各日記には、 

当該期の「政治・経済・文化」に関する内容が記されおり、大変興味深いものとなっています。 

第１回・・・中世とはいかなる時代か？ 中世の日記とは ―日記に中世を読む― 

・時代区分では古代・中世・近世・近代となり、古代と近世の間の時代で「中世」の開始時期は 12 世紀 

末の鎌倉政権の成立期・後期院政期を始期とし、終末は 16 世紀後半の室町幕府の滅亡を経た織豊政権 

である。院政期➩鎌倉時代➩南北朝時代➩室町時代➩戦国時代までの約 400 年が日本における「中世」 

と位置付けることができる。各日記には、当該期の「政治・経済・文化」に関する内容が記されており 

ます。 

第２回・・・平安時代後期～鎌倉時代の日記を読む～ 『玉葉』・『吉記』等 

  ・平安末・鎌倉時代初期の公卿であり後鳥羽天皇の摂政・関白であった九条兼実の日記『玉葉』について 

解説いただきました。兼実 16 歳の年から 55 歳の年まで 40 年間にわたり記されたものであり、平安末期

を知る上で大変重要な資料となっている。九条兼実の人物像、九条家について、鎌倉幕府の歴史を編 

纂した『吾妻鏡』などについて詳しい解説がありました。 

『吾妻鏡』に見る頼朝、鎌倉時代前期の歴史書『愚管抄』、鎌倉時代前期の公家藤原定家の日記『明月記』 

から「源頼朝」、「藤原秀衡」、「北条時政」、「後白河院」等の人物評、源氏三代将軍（源頼朝・源頼家・ 

源実朝）の人物像について豊富な史料で解説いただきました。 

講義中に You Tube にて雅楽の演奏と舞を見ることができました。  

第３回・・・南北朝～室町時代の日記を読む 『看聞日記』・『親長卿記』等 

・『看聞日記』は室町時代の 1416 年から 1448 年の 33 年間に書かれた後祟光院伏見宮貞成親王の日記で、

内容は記主の日常生活や実子の後花園天皇践祚に関する朝廷の動き、将軍足利義教の粛清政治の様子、 

嘉吉の乱など朝幕を中心とする政局の動きを記述した。また芸能に関する記事も豊富である。政治史の 

史料であるとともに、文化史上においても庶民史料としても貴重な史料である。 

・『親長卿記』は室町時代後期の公家甘露寺親長の日記、1470 年から 1498 年の 29 年間の日次記と数種 

の別記とからなる。応仁の乱中から乱後に至り、公武の動静から自身を含めた公家の生活ぶりをはじめ 

戦乱や土一揆の有様まで詳しく、上下賀茂社の争いについても詳述されており、全体に政治・経済・社 

会の好史料である。 

≪受講者のご意見≫ 

・中世：鎌倉,南北朝,室町時代の朝廷の内実、世相が今あたかも起きているかのような説明で面白かった。 

・非常におもしろかったです。講師が講座の内容に情熱をもって取り組まれていることがよく伺えて興味 

を覚えました。また口跡があざやかでとてもわかりやすかった。 

・中世の日記から読み取る歴史を改めて興味を持ちました。これまで覚えてきた日本の歴史ももう一度見 

直してみたいと思いました。 

・中世については一番判りにくい時代ですが、今回受講して天皇家、公家、それぞれの関係性を理解した。 

＜篠原英也＞ 



 
日 時 ： 令和５年 3 月 1 日（水）14：30～ 
場 所 ： 生涯学習センター：５階 研修室 4 

報告事項及び議事 

（１）情報交換 

  ① 新規会員が入会しました。 

    西村雅美 様〈ニシムラ マサミ〉よろしくお願いいたします。 

       3 月 11 日（土）入会手続と会の概要説明を行います。 

  ②「実費弁償による事務処理」申請のための要求書類を西新井税務署に提出 

    令和５年度以降も法人税申告を必要としないための手続きを申請中 

（２）月例会開催について                    

・2 月の月例会は 2 月 16 日（木）「社会福祉協議会の事業について」 

 足立区社協 地域福祉部 部長補佐 鈴木 香世 氏、地域福祉課 主査 宮澤 道成 氏 

 社会福祉協議会の事業内容、課題、今後の取り組みについて説明をいただきました。 

・3 月の月例会は 3 月 24 日（金）午前 11 時～「陽光桜を見る会」 

 場所：汐入公園付近 隅田川沿い（荒川区） 雨天の場合：「はれてまり工房」見学 

 参加者募集中・・・申込締切り 3/17（金） 

・4 月の月例会は 4 月 11 日（火）絵画鑑賞 

 アーティゾン美術館（前ブリヂストン美術館）にて「アートを楽しむ」 

 前ブリヂストン美術館長で絵画講座講師の島田紀夫氏へ申込み 

（３）あだち区民大学塾（検討会議・企画会議） 

2 月「日本書紀」編纂 1300 年 応募者 60 名  榊原 金市 講師 2/7,14,21（火）受講者数 56 名 

2 月「遺産相続とその手続き」  応募者 35 名  奈良井 達 講師 2/10,17（金）受講者数 27 名 

3 月 中世を読み解く『日記』  応募者 42 名 大関 直人 講師 3/4,11,25（土） 

4 月 日本経済入門 2023     応募者募集中  柴田   寛 講師 4/1,8,15 （土） 

（４）各部局・PT からの報告および提案 

① 学習支援部・・・令和４年度講座実施報告書の編集、印刷・・・4 月から  

         製本は 5 月初旬・・・全員 

② ボランティア活動推進部・・・3 月ボラ活部会を 3/8 から 3/15（水）15:00～に変更 

③ 事務局・・・令和 5 年総会日程 5 月 23 日（火）15：00～ 研修室 4 

       令和４年度事業報告を 3/27（月）までに事務局に提出・・・各部門長 

       ゆうちょ銀行に法人向けの取引目的の確認書を提出しました。 

④ 広報グループ ニュース 293 号発行 配布・発送 

       ホームページ 月次更新 

（５） その他 

① 会員募集のためのチラシ配布・・・継続願います。 

➁ 3月事務局当番の募集・・・3/1会員に配布 

 

 

 

 

次回運営委員会 ４月３日（月） 14：30 から（研４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 3月 運営委員会   報告・連絡 
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◎講座名：信仰の造形と仏像 大日如来 

日 時：5/20(土) 午前 10 時～正午 
対 象：16 歳以上の方   
会 場：5 階 研修室 1 
受講料：800 円 
定 員：対面 60 人（事前申込先着順） 
講 師：生駒 哲郎 氏（東京大学史料編纂所 職員） 
内 容：立体的に表された仏像は様々ありますが、 
その形や意味をご存じでしょうか？ 
この講座では仏像の形を通して、その意味を正しく 
学び、仏教の考え方などを理解しましょう。 
受講後は仏像を鑑賞する楽しみが一層広がりますよ！ 

◎講座名：腸と健康の関係 
善玉菌の働きと取り入れ方、増やし方 

日 時：5/27(土）午後 1 時～3 時 
対 象：16 歳以上の方  
会 場：5 階 研修室 1 
受講料：800 円  
定 員：30 人（事前申込先着順） 
講 師：高橋 信之氏 
（東京農業大学 応用生物科学部 教授） 
内 容：善玉菌を増やすことで、免疫力アップや血糖 
値の上昇抑制、アレルギー改善やダイエットといった
様々な効果が期待されています。そんな腸活の実践 

方法や注意点を解説します。 

 

お申込みは：電話(03-5813-3730）又は直接窓口 
インターネット [近所 de まなびナビ] で検索 
イベント・講座情報→講座予約システム 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため講座の 
中止、延期の場合もございます。予めご了承ください。 

 

令和 5 年 4 月「月例会」のご案内 

日 時：4月 11 日（火）午前 10 時 
場 所：アーティゾン美術館（中央区京橋） 
テーマ：絵画鑑賞「アートを楽しむ」 

(詳細は   後日チラシにて) 

令和 5 年 5 月「通常総会」のご案内 

5 月 23日（火）午後 3時～5時 研修室４ 
テーマ：「令和 5 年 通常総会」開催 
総会後 「月例会」を行います 

＊皆様の積極的な参加をお待ちしています。 

（ボランティア活動推進部） 

生涯学習センター 講座情報 楽学インフォメーション 

★会合のお知らせ★ 
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◎ 運営委員会 
4 月   3 日(月) 午後 2 時半～4 時 研修室 4 

◎ 月例会 絵画鑑賞「アートを楽しむ」 
4 月 11 日(火) 午前 10 時 アーティゾン美術館 

◎ 学習支援部 
4 月 17 日(月) 午後 1 時～2 時 ワークルーム 

◎ ボランティア活動推進部 
4 月 14 日(金) 午後 2 時～4 時 ワークルーム 

◎ 事務局 
4 月  4 日(火) 午後 2 時～4 時 ニュース発送 
4 月 11 日(火) 午後 2 時～4 時 ワークルーム 

◎ 広報グループ 
メール会議 

◎ 大学塾講座検討会議  
4月 17 日(月) 午後 2 時～3 時 研修室４ 

◎ 大学塾講座企画会議 
4 月  3 日(月) 午後 1 時半～2 時半 研修室 4 

◎ 生涯学習センター 休館日 
4 月 10 日(月)  

★お問い合わせ＆ご意見 

◎「楽学の会」の運営に関するお問合せ 
  事務局  江川武男  電話:090-3105-8140 

 E-Mail：takeo-wg@cj9.so-net.ne.jp 

脱炭素化社会に向けての取り組み(その 4) 
脱炭素化社会実現に向けての対策 

諸外国は脱炭素化に向けて2050年までにカーボンニュ
ートラルを実現することを表明。120 以上の国と地域が
「2050 年カーボンニュートラル」という目標に向かっ
て様々な取り組みを行っています。 

表明している国は、日本 2013 年度比で 46％減。EU 
1990 年比で 55％減。英国 1990 年比で 68％減。米国 
2005 年比で 50~52％減。世界最大の CO2 排出国であ
る中国は2060年までにカーボンニュートラルを実現す
ることを国連総会で表明しています。新型コロナウイル
ス感染拡大に伴う景気の落ち込みからの回復等の一環
として、各国は脱炭素分野への政策的支援を表明してい
ます。地球温暖化対策をコストや制約として捉えるので
はなく、成長戦略として捉え、*グリーン分野の研究開
発支援や先端技術の導入支援等を積極的に行っていま
す。主な政策としては、温室効果ガス排出量の削減のた
め、規制的手法(法令による統制や目標達成の義務付け
など)、事業者等に対しては(自主的な努力目標の設定.対
策の実施など)などがあります。 
*グリーン成長戦略（概要 R3-6-18）では、温暖化への
対応を、経済成長の制約やコストとする時代は終わり、
「成長の機会」と捉える時代に突入している。実際に、
研究開発方針や経営方針の転換など、「ゲームチェンジ」
が始まっている。この流れを加速すべく、グリーン成長
戦略を推進する「イノベーション」を実現し、革新的技
術を「社会実装」する。これを通じ、2050 年カーボン
ニュートラルだけでなく、CO2 排出削減にとどまらな
い「国民生活のメリット」も実現する。 

(次号へつづく)                 金子 記 

 

編集後記 
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